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業務課題
ライオングループの物流を担う当社

では、配車支援システムにより、翌日の
運送計画を立案している。

従来の Visual Basic で作成した配車
支援システムには、以下の問題点があっ
た。

（1）‌�IBM i上の各データを毎回 PC へダ
ウンロードする必要があるため、処
理に時間がかかる。

（2）‌�共有の PC で稼働しているため、別
の担当者が操作中は、操作ができな
い

（3）‌�メイン処理の「運行計画編集処理」
では、ドラッグ＆ドロップで使用で
きず操作しにくい。

これらの問題点を解決するために、
IBM iのデータを直接参照し、各自の
PCから操作可能な Delphi/400 を使用
して、システムを再構築することにした。

画面機能の詳細説明
メイン処理の「運行計画編集処理」を

Delphi/400 で新規作成した。
表示ボタンを押下すると、IBM iの運

行関連 DBをSQLで抽出し画面に表示す
る。【図 1】

一番左の「車番」の列には、車両ごと
の拠点（事業者）、予定／実績費用、可
能積載重量が表示される。

第 1 運行以降の列には、配送拠点
（FROM-TO）、到着／出発予定時間、編
成番号、積載予定重量を表示する。当初
スケジュールしていた車両から別の車両
に運行計画を変更する場合、ドラッグ＆
ドロップによる運行編集が可能となっ
た。

たとえば単一編成№は、ドラッグ＆ド
ロップにより運行編集できる【図 2】。
また同一編成№の複数の運行計画をまと
めて、ドラッグ＆ドロップにより運行編
集できる。【図 3】

画面による業務課題の
解決

各業務課題は、以下のとおり解決し
た。

（1）‌�Delphi/400 は、IBM iの DBから処
理に必要なデータのみ読み込むた
め、全件ダウンロードによる処理時
間は不要になった。

（2）‌�配車担当者は座席を移動することな
く、各自のPCから配車支援システ
ムの入力が可能となった。

（3）‌�運行計画のドラッグ & ドロップに
より、新しい車両への割り付けが可
能となった。さらに再計算処理（一
時保管）ボタンの機能や、編成№検
索機能を新たに追加することによ
り、1 日当たり数十分の時間短縮を
実現した。
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ライオン流通サービス株式会社
http://www.lion-logi-s.co.jp/

ライオン株式会社 100％出資の物
流子会社として、全国のグループ物
流拠点、および協力物流事業者への
委託業務を統括。倉庫管理・在庫管
理・輸配送管理など、グループの物
流業務全般を担っている。 輸配送
における CO2 削減など物流業務改
善への積極的な取り組みを行ってい
る。
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図1　初期画面

図2　運行計画ドラッグ＆ドロップ（単一編成）
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図3　運行計画ドラッグ＆ドロップ（複数運行）
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